
 

 

 

 

 

かきへい死情報への対応状況について 
 

１ 要旨・目的 

10月に入り生産者から、へい死に関する情報が寄せられるようになってきたため、対

応状況について報告する。 

 

２ 現状・背景 

  かきのへい死状況については、９月に厳戒アラートを発信して以降、漁協へのアンケー

ト調査、海上での現地調査により、定期的に把握を実施しており、10月に入り生産者か

らへい死に関する情報が寄せられるようになった。 

 

３ へい死の状況 

（１）漁協へのアンケート調査の結果 

漁協からの情報では、９月末まで顕著なへい死の報告はなかったが、10月に入り、平

年の５割前後のへい死に対して、西部海域では６割前後、中部海域では７割前後のへい死

がみられる事例が報告されるようになった。 

 

（２）海上での現地調査の結果 

西部海域では、順調に生育が進み、10月に入り、身入りが始まっている個体が確認さ

れている。 

中部海域では、一部の地区において、10月に入り、へい死の割合が６割前後の事例が

みられる。 

 

（３）生産者からの情報 

10月 15日現在、かき生産者が所属する 38漁協のうち 7漁協の生産者から、情報提供

があり、海域別には中部海域が６件、西部海域が１件となっている。 

  現地調査を実施すると、３か所においてへい死の割合の増加がみられた。 

 

（４）まとめ 

現時点では、へい死は局所的であり、生産を行っている海域全体には広がっていない。 

現地調査において、漁場環境データ（水温、塩分、溶存酸素濃度）に異常はなく、有害

プランクトンも確認されていない。 

また、調査日の１～２週間前にへい死したと思われるもの（殻が白いもの）が確認され

ているが、へい死直後のもの（殻の中にかきが残っているもの）は確認されていない。 

 

４ 今後の対応 

11月２日の水揚げ開始に向けて、生産現場では筏の移動、状況確認など出荷準備が進

んでおり、引き続き情報収集し、周辺の漁場の状況の変化を注視していく。 

へい死情報があった場合は、水産海洋技術センターと連携し、現地調査を行う。 
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